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1.はじめに 

三春ダ ム貯水池では 、 流入す る 河川か ら の汚濁負

荷物質な ど に よ る 水質への影響が懸念 さ れ る 。 流入

河川においては 、 出水時に汚濁負荷物質の流送量が

増加 し 、 こ れがダ ム貯水池の富栄養化な ら びに水質

汚濁等の問題につなが っ てい る 。 し たが っ て 、 こ の

問題の解決には 、 ダ ム流域におけ る 平水時だけでな

く 出水時の汚濁負荷物質の水質特性 、 流送特性を把

握す る こ と が重要で あ る 。  

本報は 、 福島県三春町西方地区に位置す る 三春ダ

ム貯水池に流入す る 大滝根川本川及び支川の各地点

におけ る 2009年の出水時 と 平水時の水質特性を検討

し た も のであ る 。  

2. 流域概要 と 観測方法 

三春ダ ム流域は 、 阿武隈山地のほぼ中央に位置 し 、

郡山市 、 田村市 （ 旧船引町 、 旧常葉町 、 旧大越町 、 旧

滝根町 ）、 三春町の 2 市 1 町にわた っ てい る 。 三春ダ

ム の集水面積は約226k㎡で あ る 。 集水範囲の約 6 割が

山林で 、 その他の平坦部を農地 と 市街地が占めてい る 。

船引町では 、 主に葉 タ バ コ な ど の農業が盛んで あ り 、

商工業都市 と し ての発達 も 見 ら れ る 。 ま た 、 常葉町 と

大越町では畜産業が盛んで あ る 。  

 観測は 、 図-1に示す 7 地点で行い 、 2009年10月 8 日

～ 9 日の台風18号に よ る 出水時 、 及び2009年の平水時

（ 6 月～12月の計 8 回 ） に流量観測及び採水に よ る 水

質分析を行っ た 。 ま た 、 出水時においては 、 ろ過法に

よ る SS( 浮遊物質 ) の分析 と 浮子法を用いた流量観測

を行っ た 。  

3. 観測結果及び考察 

図-2は 、 2009年の出水時におけ る 大滝根川本川のハ

イ ド ロ ・ ハ イ エ ト グ ラ フ で あ る 。 ただ し 、 雨量は流域

平均雨量を示 し てい る 。 ま た 、 雨量な ら びに常葉 と 光

大寺の流量は三春ダ ム管理所のデー タ を用いてい る 。  

 図-3は 、 出水時におけ る SS濃度 と 流量の関係を増水

時か ら 減水時にわた っ て時間を追っ て示 し た も ので あ

る 。 こ の図か ら 、 SS濃度 と 流量 と の関係は 、 増水時か

ら 減水時にかけ てほぼ時計回 り のループ を描いてお り 、

減水時に比べて増水時の方がSS濃度が高 く な る 傾向がみ ら れ る 。  
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図-2  出水時のハ イ ド ロ ・ ハ イ エ ト グ ラ フ
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図-1 三春ダム流域平面図 
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図-3 出水時の SS 濃度 と 流量の関係
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 図-4 ， 5 は 、 出水時の総窒素 と 総 リ ン

の濃度 と 流量の関係を粒子性 と 溶解性に

分け て示 し た も ので あ る 。 こ の図か ら 、

流量が増加す る につれて総窒素 と 総 リ ン

の濃度が増加 し てい る こ と がわか る 。 ま

た 、 総窒素 と 総 リ ン の粒子性 と 溶解性の

割合は 、 増水時には粒子性の割合が約

4/5 を占めてお り 、 溶解性 よ り も 粒子性

の方が高い こ と がわか る 。 こ れ よ り 、 総

窒素 と 総 リ ン は 、 と く に増水時には懸濁

粒子に多 く 含 ま れてい る こ と がわか る 。  

 図-6は 、 出水時のSS 、 総窒素 、 総 リ ン

の各負荷量 と 流量の関係を示 し た も ので

あ る 。 各負荷量は 、 流量の増加に伴い高

く な っ てい る 。 大滝根地点は 、 いずれの

項目において も 、 他の地点 と 比べ る と 流

量に対す る 負荷量が多い こ と がわか る 。  

 図‐7は 、 出水時 と 平水時の無機三態窒

素の割合について 、 本川の大滝根 、 深渡

橋 、 光大寺 、 支川の桧山 、 牧野の各地点

の結果を示 し た も のであ る 。 こ の図か ら 、

平水時においては 、 どの観測地点におい

てもアンモニア態窒素、亜硝酸態窒素に

比べ、硝酸態窒素の割合が非常に高くな

っていることがわかる。一方、出水時で

は 、 平水時に比べて ア ン モニ ア態窒素の

割合が と く に増水時を中心に高 く な る こ

と がわか る 。 こ れは 、 出水に よ る 流域土

壌の河道への流出 、 河床の堆積物の巻上

げな ど の影響に よ る も の と 考え ら れ る 。  

4. ま と め 

1)  SS濃度は 、 流量が増加す る につれて

増加 し 、 上流部の大滝根地点では他の地

点に比べて流量に対す る SS濃度が高い こ

と がわか っ た 。  

2)  出水時の総窒素 ， 総 リ ン の濃度 も 、

流量の増加 と と も に増大 し 、 と く に増水

時には懸濁粒子に多 く 付着 し てい る こ と

がわか っ た 。  

3)  出水時の各負荷量は 、 流量の増加に

伴い増加 し 、 流下す る につれて流量に対

す る 各負荷量の割合が幾分低 く な る 傾向

に あ る こ と がわか っ た 。  

4)  無機三態窒素の割合は 、 平水時には

硝酸態窒素が大部分を占めてお り 、 一方 、

出水時は 、 平水時に比べて ア ン モニ ア態

窒素の割合が 、 と く に増水時に高 く な る

こ と がわか っ た 。  図-7 出水時 と 平水時の無機三態窒素の割合
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　     観測日
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図-6  出水時の各負荷量 と 流量の関係 
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図-4  出水時の粒子性 ， 溶解性 T-N 濃度 と 流量の関係
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図-5  出水時の粒子性 ， 溶解性 T-P 濃度 と 流量の関係
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